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        2026 年 3 月 4 日 

   澁澤倉庫株式会社 

 
ビジネスと人権をテーマに物流６社合同の意見交換会を開催 

 
 

 

澁澤倉庫株式会社（本社：東京都江東区、代表取締役社長：大隅毅、証券コード：9304）

は、2026 年 3 月 2 日、当社本社において物流大手 6 社のサステナビリティ推進部門による「第 3 回

物流 6 社合同サステナビリティ推進意見交換会」を企画、開催いたしました。 

2024 年 2 月に始動した本取組みは今回で 3 回目を迎え、業界共通の重要課題である「ビジネスと

人権」をテーマに、専門家による講演および実務担当者間での意見交換を実施しました。当日は各社の

サステナビリティ担当者ら計 22 名が参加し、知見を深めました。 

 

◆開催の背景 

現在、物流業界では、「2024 年問題」に伴う労働時間規制や EC 需要の拡大による現場負荷の

増大が顕著となっています。こうした環境下で、労働者の心身の健康をサプライチェーン全体で維持・向

上させることは、業界が一体となって取り組むべき喫緊の課題です。 

 

◆当日の内容 

本会では、蔵元国際法律事務所の蔵元弁護士を講師にお迎えし、「『ビジネスと人権』実践研修 ―

倉庫・物流業における人権リスク対応―」をテーマにご講演いただきました。企業が人権尊重に取組む際

の要点や課題について、具体的な事例を交えた解説が行われました。 

続く意見交換セクションでは、以下のテーマを中心に活発な議論が交わされました。 

・人権デューディリジェンスの実施における実務上の難しさ 

・実効性のある通報窓口の設置と運用に関する課題 

・各社における具体的な改善事例の共有 

参加者からは、他社の先進的な知見を自社の変革へつなげようとする前向きな意見が多く寄せられ、

同業他社が手を取り合い業界全体の取組みをけん引していく気運が高まりました。 
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 〈プログラム概要〉 

１.講師講演：「ビジネスと人権」実践研修―倉庫・物流業における人権リスク対応－ 

２.各社の取組み紹介および意見交換 

 

 

当社グループはマテリアリティ(重要課題）として「人権の尊重」を定め、多様な人材が活躍できる機会

の創出に取り組んでいます。今後も、だれもが心身ともに健康に活躍できる制度・職場環境の整備をは

じめとした人的資本への投資を強化し、企業価値の向上とともに持続可能で豊かな社会の実現を支え

てまいります。 

 

◆澁澤倉庫について（URL：https://www.shibusawa.co.jp/） 

澁澤倉庫は、渋沢栄一が 1897 年に現本社所在地で、渋沢家直営事業として創業しました。創業

者の精神を受け継ぎ、正しい道理で追求した利益だけが永続し、社会を豊かにできると考え、物流を越

えた新たな価値創造により持続可能で豊かな社会の実現を支えてまいります。 

 

本件に関する問い合わせ先：澁澤倉庫株式会社 サステナビリティ推進室 佐川 

  Email：sagawa-hiroaki@shibusawa.co.jp 
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